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10 前掲『平塚らいてう著作集』第 7 巻、72-73 頁。 
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12 同上、73-74 頁。 
水谷香奈  真の女性解放とは何か 
113 
婚するのか」を一人ひとりが自分に問い、答えを出していくことが真の幸福につ
ながると指摘したのであり、現代に生きる我々にとっても、この問いは決してな
いがしろにすべきではない重さを持っているように思う。 
 
付記 本発表内容は、すでに刊行された論文「平塚らいてうの思想―見性と
母性に関する一考察」（『東洋大学井上円了研究助成・大型研究特別支
援助成 日本文化の背景となる仏教文化の研究（平成２９～３０年度）研
究報告書』、東洋大学東洋学研究所、2019.3、49-７０頁）を一部要約
したものである。 
 
 
